
平成 24 年度基盤的施策ヒアリング資料 【文部科学省】 

 施策番号 241005 領域 

研究環境

及び基盤

の形成 

施策名 国立大学法人等施設の整備 

施策の目
標 

国立大学法人、大学共同利用機関法人、独立行政法人国立高等専門学校機構（以下、「国
立大学法人等」という。）が創造性豊かな人材養成、独創的で多様な学術研究、高度先進
医療の提供等を推進するための基盤である施設について、第４期科学技術基本計画を踏ま
え策定した「第３次国立大学法人等施設整備５か年計画」（平成 23～27 年度、以下「第３
次５か年計画」という。）に基づき、計画的かつ重点的な整備を行う。 

目標実現
に向けた
具体的ア
プローチ 

「第３次５か年計画」に基づき、「老朽改善整備」（約 400 万㎡）、「狭隘解消整備」（約
80 万㎡）及び「大学附属病院の再生」（約 70 万㎡）の、合計で約 550 万㎡を優先的に整備
すべき対象として、計画的かつ重点的な整備を行う。 
この際、３つの視点（①質的向上への戦略的整備、②地球環境に配慮した教育研究環境

の実現、③安全な教育研究環境の確保）を一体的に実現するための施設整備を重点的に支
援する。 
また、耐震性が劣る建物（Is 値 0.7 未満）の耐震化については、本計画期間内で完了さ

せることとし、特に、耐震性が著しく劣る Is 値 0.4 以下の建物の耐震化については、原
則として平成 24 年度で完了させる。 
なお、施設整備に当たっては、既存施設の有効活用や、企業や地方公共団体との連携等

の多様な財源を活用した施設整備など、各国立大学法人等におけるシステム改革の取組を
促進する。 

個別施策 
 

施策名 概要及び到達目標・時期 
H24 当初合計額 

(H23)(百万円) 
期間 

実施 

機関 

 
 

    

 
 

    

 
 

    

予算額 
（百万円） 

H24 当初要求額合計(復興、要望枠を含む) 124,153 百万円

うち運営費交付金 －

期間 平成 23～27 年度 資金投入規模（億円） 11,000 億円

実施体制 

 
○ 文部科学省は、有識者から構成される検討会を開催し、国立大学法人等からの各要求
事業（914 件）について、教育研究効果等の観点からの評価等を実施。その上で、施設
整備を効果的・効率的に推進するため、高い事業効果（教育研究効果、安全の確保等）
が見込まれる事業の中から、国の政策課題等も踏まえ平成 24 年度の概算要求・要望事
業を選定（239 件。うち 140 件は、復旧・復興対策に係る経費による全国防災対策（施
設の耐震化）事業）。 

 
○ 具体的には、国立大学法人等の施設整備は、その求められる機能等に応じて、教育・
研究・診療など多岐にわたるが、研究拠点機能の形成に係る事業については、事業選定
に際し、総合科学技術会議で示された以下の分野への重点化を図ることにより、その効
果的な整備に努めている。 
・ 復興・再生並びに災害からの安全性向上 
・ グリーンイノベーション 
・ ライフイノベーション 

※ 例えば、国際的に卓越した教育研究拠点機能の形成に係る 12 の施設整備事業のうち約 10
事業は、上記分野の推進に関連した施設整備事業。 

 

施策責任者 文教施設企画部計画課長 山下 治 



目標実現へ

向けた現状

分析 

 
平成 24 年度概算要求では、「第３次５か年計画」の整備目標約 550 万㎡に対し、以下の

とおり、計 73 万㎡相当の施設整備を要求しており、これによる「第３次５か年計画」の
当初２年分（平成 23・24 年度分）の整備量は、計 125 万㎡（５年間の目標全体に対する
進捗率：23％）と見込まれている（注）。 
 
（１） 老朽改善整備 
①目標（第３次５か年計画）の考え方 

  国立大学法人等の施設の全保有面積（約 2,600 万㎡）のうち、経年 25 年以上の老朽
施設で改善を要するものは、約４割（約 1,000 万㎡）を占めている（平成 22 年度末現
在）。 

  「第３次５か年計画」では、今後、毎年当たり約 80 万㎡の老朽改善整備を着実に実
施し（計画期間中（平成 27 年度まで）の目標は計約 400 万㎡）、15 年程度をかけて、特
に老朽化が著しい施設（経年 30 年以上）を解消し、安定的な維持管理・更新が可能な
定常状態に移行することを基本的な考え方としている。 

  また、施設（耐震性の劣る、Is 値 0.7 未満の施設）の耐震化については、計画期間中
（平成 27 年度まで）に完了させ、特に耐震性の劣る施設（Is 値 0.4 以下の施設）につ
いては、原則として平成 24 年度までに完了させることとしている。 
②進捗状況 
これに対し、平成 24 年度概算要求では、52 万㎡相当の施設整備を要求しており、こ

れによる「第３次５か年計画」当初２年分の整備量は、計 87 万㎡（進捗率：22%）（注）。
  また、耐震化については、計画どおり Is 値 0.4 以下の施設については平成 24 年度中
の原則完了が見込まれ、耐震化率（Is 値 0.7 以下の施設の割合）も、第２次５か年計画
終了時（平成 22 年度末）の 88%から、平成 24 年度末には 91%に改善が見込まれる。 

 
（２） 狭隘解消整備 
①目標（第３次５か年計画）の考え方 

  卓越した教育研究拠点の形成や若手研究者の増加など、教育研究活動の高度化・多様
化に伴い必要となる新たなスペースについては、「第３次５か年計画」では、施設マネ
ジメントによる既存スペースの有効活用等を前提とした上で、約 70 万㎡の狭隘解消整
備を行うこととしている。 
②進捗状況 
これに対し、平成 24 年度概算要求では、７万㎡相当の施設整備を要求しており、こ

れによる「第３次５か年計画」当初２年分の整備量は、計 13 万㎡（進捗率：16%）（注）。
 
（３） 附属病院の再生 
①目標（第３次５か年計画）の考え方 

  大学附属病院の再生については、先端医療・地域医療に対応した計画的な整備を推進
することとしており、「第３次５か年計画」では、約 80 万㎡の附属病院の再生整備を行
うこととしている。 
②進捗状況 

  これに対し、平成２４年度概算要求では、約 14 万㎡相当の施設整備を要求しており、
これによる「第３次５か年計画」当初２年分の整備量は、計 26 万㎡（進捗率：36%）（注）。

 
（注）上記の各進捗状況においては、各法人の多様な財源による施設整備分を除く。 

なお、第２次５か年計画（平成 18 年度～22 年度）における多様な財源による施設整備実
績は、以下のとおり。 

老朽改善整備：30 万㎡、狭隘解消整備：56 万㎡、附属病院の再生：13 万㎡（計 99 万㎡）
 

 


